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1 INTRODUCTION
歯科診療においてチェアサイドテストはその場でリスク評価が行える
だけでなく，患者教育にも役立つため重要である。歯垢染色液は簡便
にプラークを可視化でき，患者自身に気づきを与えるツールとして，広く
診療で活用されている。従来の2色性歯垢染色材はプラークの成熟度
の違いを染め分けられるのに対し，我々はpHの違いまで識別可能な3
色性歯垢染色材（Tri Plaque Indicate Dye，TPID）を開発した。本研究で
は、TPIDのpHによる色変化及びpHの異なるバイオフィルムの染色性を
評価したので報告する。

吸吸光光度度測測定定
0.1M乳酸緩衝液（pH2.0,3.0,4.0,5.0,6.0,7.0）を調整し、
同緩衝液にTPIDを1%となるよう添加して試験液とし
た。試験液を10倍希釈し分光光度計(Spectra Max
M2，モレキュラーデバイスジャパン)にて吸収スペク
トルを測定し，吸収ピークである550 nm（赤色）及び
630 nm（青色）の吸光度を測定した。データは統計
解析ソフトを用いて多重比較検定を行った。

ババイイオオフフィィルルムム染染色色
In vitroにてバイオフィルムを形成するために，
S.mutans ATCC25175（OD600 = 1.0）の懸濁液を
24well滅菌培養プレート（IWAKI）で培養した。培養
プレートは37℃にて嫌気的にtryptic soy broth 
(TSB)培地で2日間，1％スクロースを含むTSB培地
で5日間培養した。バイオフィルムを形成した後，
pHはpHメーター（SevenEasy，METTLER 
TOLEDO）にて測定した。表面のpHを測定した後，
TPIDをPBSにて45倍希釈した溶液にて染色を行い
画像撮影した。

TTPPIIDDははppHHにによよっってて色色がが変変化化すするるたためめ、、酸酸性性ののププララーーククのの識識別別がが可可能能ででああるるここととがが示示唆唆さされれたた。。ししたた
ががっってて、、TTPPIIDDははププララーーククのの成成熟熟度度のの染染めめ分分けけにに加加ええ、、ppHHにに応応じじたた染染めめ分分けけがが可可能能ででああるる臨臨床床上上有有用用
なな製製品品ででああるるここととがが示示唆唆さされれたた。。
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バイオフィルム染色試験において，バイオフィル
ムは培養2日目でpH4.6となり青紫色に染色され
た。培養5日目ではｐH3.9となり水色に染色され
た。ｐHの違いで染め分けが可能であることが示
唆された。

バイオフィルム培養日数
2日( pH4.6) 5日(pH3.9)

Fig.2 バイオフィルム染色
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Fig.1 pHによる吸光度変化
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TPIDにおいて，pH4.0以下で550nmの吸光度が
減少した。一方で，630nmについて，吸光度はｐ
Hによる変化がなかった。この結果より，pH 4.0
以下の酸性域では550 nmの赤色域の吸光度が
低下するため，630 nmの青色のみが残り、青色
に見えることが示唆された。


